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特集 明日を奏でる奏楽堂

奏楽堂がわかる
6つのポイント

瀧井敬子
前身である旧奏楽堂以来の歴史から
ガルニエ社製パイプオルガンをはじめとする
建築・設備の魅力
そして今後の活動方針までを紹介する。

歴
史
と
沿
革

一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
に
落
成

し
た
現
在
の
奏
楽
堂
は
、
い
わ
ば
「
二

代
目
」
で
あ
る
。

一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
）、
東

京
音
楽
学
校
本
館
の
講
堂
と
し
て
建
て

ら
れ
た
「
一
代
目
の
奏
楽
堂
」
が
老
朽

化
し
た
の
で
、
建
て
替
え
の
問
題
が
起
こ

っ
た
。
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）、

東
京
芸
術
大
学
は
そ
の
古
く
な
っ
た
奏

楽
堂
を
明
治
村
に
移
築
す
る
こ
と
を
決

め
、
新
し
い
奏
楽
堂
の
設
計
に
関
し
て
、

「
奏
楽
堂
建
設
小
委
員
会
」
を
作
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
七
九
年
、
日
本
建
築
学

会
及
び
音
楽
家
グ
ル
ー
プ
が
奏
楽
堂
の

現
地
保
存
を
も
と
め
る
要
望
書
を
文
部

大
臣
、
文
化
庁
長
官
、
東
京
芸
術
大
学

長
に
提
出
し
た
。
そ
れ
で
も
大
学
側
の

「
奏
楽
堂
建
設
小
委
員
会
」
は
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
新
築
の
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
て

事
態
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
卒
業
生

も
加
わ
っ
た
「
奏
楽
堂
を
救
う
会
」
が

結
成
さ
れ
、
明
治
村
へ
の
移
築
に
反
対

す
る
運
動
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
た
。

こ
と
に
音
楽
学
部
で
は
激
し
い
議
論
が
し

ば
ら
く
つ
づ
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
一

年
に
な
っ
て
台
東
区
長
か
ら
区
内
に
移

築
保
存
し
よ
う
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
一
代
目
の
奏
楽
堂
は
上
野

公
園
内
に
移
築
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に

復
元
が
完
成
し
た
。

こ
う
し
た
紆
余
曲
折
の
末
、
文
部
省

は
新
し
い
奏
楽
堂
の
建
設
を
決
定
。
大

学
内
の
委
員
会
で
は
、
ホ
ー
ル
の
あ
り
方

で
度
重
な
る
検
討
が
な
さ
れ
た
。
当
初
、

小
ホ
ー
ル
と
中
ホ
ー
ル
を
併
置
す
る
計
画

も
あ
っ
た
が
、
面
積
の
関
係
で
、
一
つ
の

ホ
ー
ル
と
い
う
現
在
の
形
に
落
ち
着
い
た
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
建
物
の
完
成
後
、

一
年
余
か
け
て
設
置
さ
れ
た
。

1

建
物
の
特
色

奏
楽
堂
は
面
積
が
約
二
一
七
〇
㎡
、
地

下
二
階
・
地
上
五
階
、
延
べ
面
積
が
約

六
五
四
〇
㎡
。
外
壁
は
美
し
い
レ
ン
ガ

張
り
で
あ
る
。
き
っ
と
長
年
の
風
雪
に
も

耐
え
、
レ
ン
ガ
は
そ
れ
を
も
美
し
さ
の
糧

に
す
る
だ
ろ
う
。

ホ
ー
ル
は
シ
ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス
・
タ
イ
プ

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
奏
楽
堂
建
設
小
委

員
会
」
に
お
い
て
白
熱
し
た
長
時
間
の

議
論
の
す
え
決
定
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

収
容
人
数
は
一
一
四
〇
（
一
階
席
九
五

六
、
バ
ル
コ
ニ
ー
席
一
八
四
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
ピ
ッ
ト
使
用
時
は
一
〇
一
八
席
）
。

狭
い
敷
地
な
が
ら
楽
屋
も
充
実
し
て
い
て
、

大
小
八
室
あ
る
。
そ
の
他
に
ス
タ
ッ
フ
ル

ー
ム
二
室
、
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
備
え
る
。

奏
楽
堂
の
最
大
の
ウ
リ
の
ひ
と
つ
は

「
可
変
天
井
」
で
あ
る
。
客
席
の
天
井
全

面
を
最
大
五
m
上
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ホ
ー
ル
空
間
の
容
積
を
変

化
さ
せ
、
残
響
時
間
も
含
め
た
ホ
ー
ル
全

体
の
音
響
特
性
が
変
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

世
界
的
に
み
て
も
、
こ
れ
ま
で
天
井
を
部

分
的
に
上
下
さ
せ
る
試
み
は
あ
っ
た
が
、

こ
の
奏
楽
堂
ほ
ど
広
範
囲
に
天
井
全
体

を
上
下
で
き
る
ホ
ー
ル
は
な
い
。
し
か
も
、

天
井
は
三
分
割
さ
れ
て
い
る
の
で
、
三
つ

全
体
だ
け
で
な
く
、
そ
の
う
ち
の
二
部
分

と
か
、
一
部
分
と
か
を
変
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
奏
楽
堂
は
管
弦
楽
、
管
打
合
奏
、

オ
ペ
ラ
、
合
唱
、
邦
楽
、
室
内
楽
、
独

奏
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
な
ど
、
多
ジ
ャ
ン

ル
の
演
奏
形
式
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
可
変
機
構
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
の
音
響
特
性
を

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
特
徴

オ
ル
ガ
ン
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

オ
ル
ガ
ン
科
教
官
を
主
力
と
す
る
委
員
会

が
組
織
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
、
こ
の
委
員

会
を
中
心
に
し
て
オ
ル
ガ
ン
仕
様
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
決
め
ら
れ
、
仕
様
書
が
作
成
さ

れ
た
。
こ
れ
を
「
官
報
」
を
通
し
て
、
広

く
世
界
の
オ
ル
ガ
ン
製
作
者
た
ち
に
発
信

し
、
入
札
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
国
内

外
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
最
終

的
に
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ル
ニ
エ
社
に
決
定
し

た
。仕

様
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
関
し
て
は
、
教

育
研
究
と
い
う
の
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
奏
楽
堂
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
で
は
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
バ
ッ

ハ
時
代
の
も
の
か
ら
、
現
代
音
楽
に
至
る

ま
で
、
二
つ
な
い
し
三
つ
の
タ
イ
プ
の
も

の
が
う
ま
く
同
居
で
き
る
よ
う
、
構
造
上

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
製
作
工
程
に
関
し

て
は
、
設
置
現
場
で
あ
る
奏
楽
堂
に
す
べ

て
の
部
品
を
搬
入
し
て
、
そ
こ
で
組
み
立

て
、
し
か
る
の
ち
初
め
て
音
を
出
す
と
い

う
や
り
方
が
と
ら
れ
た
。
一
九
九
八
年
十

月
、
パ
イ
プ
の
一
本
一
本
を
削
る
こ
と
か

ら
始
め
て
、
組
み
立
て
、
整
音
と
い
っ
た

音
を
作
り
だ
す
た
め
の
作
業
の
す
べ
て
が
、

奏
楽
堂
内
で
行
わ
れ
た
。
マ
ル
ク
・
ガ
ル

ニ
エ
氏
は
、
ホ
ー
ル
の
音
響
空
間
と
た
え

ず
対
話
を
し
な
が
ら
製
作
を
つ
づ
け
た
。

オ
ル
ガ
ン
作
り
の
理
想
的
な
ケ
ー
ス
で
あ

ろ
う
。

奏
楽
堂
オ
ル
ガ
ン
ス
ト
ッ
プ
仕
様
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
芸
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.g
eid
ai.ac..jp

を
見
て
い
た

だ
き
た
い
。

3

上
野
の

自
然
空
間
と
の

一
体
化

4

マルク・ガルニエ氏製作のパイプオルガン

「上野の杜」に建てられたレンガ貼りの外観

戦時中の奏楽堂（屋根の上に見張り用の台が見える）

奏
楽
堂
の
入
り
口
正
面
に
は
平
山
郁

夫
学
長
の
原
画
に
よ
る
綴

つ
づ
れ

織お
り

タ
ピ
ス
ト

リ
ー
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
白
い
鳩
が
舞

い
、
緑
の
木
々
や
花
の
溢
れ
る
杜
の
中
に
、

一
代
目
の
奏
楽
堂
が
鎮
座
す
る
と
い
う
絵

柄
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
旧

奏
楽
堂
が
第
二
次
大
戦
の
戦
禍
に
合
わ

な
か
っ
た
の
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の

ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
た
ち
の
働
き

か
け
が
あ
っ
て
、
米
軍
は
奈
良
な
ど
の
古

都
と
同
様
、
上
野
の
杜
に
爆
撃
を
し
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

「
上
野
の
杜
」
と
い
う
題
の
タ
ピ
ス
ト
リ

ー
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
代
目
の

奏
楽
堂
は
一
代
目
が
一
八
九
〇
年
以
来

築
き
上
げ
た
文
化
的
精
神
的
遺
産
を
継

承
し
つ
つ
、
一
代
目
と
全
く
同
じ
場
所

に
建
て
ら
れ
た
。
土
地
が
も
つ
「
守
護

ゲ

ニ

ウ

の
霊

ス
・
ロ
キ

」
を
備
え
た
二
代
目
に
課
せ
ら
れ
た

課
題
は
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
積

み
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
奏
楽
堂
と

い
う
の
は
、
日
本
初
の
本
格
的
な
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
と
い
う
由
緒
あ
る
名
称
で
、

そ
の
名
を
継
承
す
る
こ
と
は
意
義
深
く
、

重
い
。

毎
回
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
休
憩
時
間
に
は
、

ホ
ワ
イ
エ
側
面
の
巨
大
な
ガ
ラ
ス
の
扉
が

電
動
で
開
け
ら
れ
、
上
野
の
緑
が
目
に
入

っ
て
く
る
仕
掛
け
で
、
聴
衆
は
心
身
共
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
そ

の
ホ
ー
ル
で
は
味
わ
え
な
い
魅
力
の
一
つ

で
あ
る
。
夜
は
木
々
の
緑
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
一
層
彩
り
を
増
す
。
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こ
れ
ま
で
の

企
画
展
開

音
楽
活
動
の
情
報
発
進
地
と
な
る
べ

く
、
数
々
の
新
機
軸
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
催

さ
れ
て
き
た
。

演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
企
画
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、
全
十
一

回
の
「
奏
楽
堂
開
館
記
念
演
奏
会
」
は

一
九
九
八
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
、

立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
満
員
の
盛
況
で
あ
っ

た
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
お
披
露
目
コ
ン

サ
ー
ト
は
そ
の
一
年
後
に
行
わ
れ
た
。
二

〇
〇
〇
年
二
月
の
オ
ペ
ラ
公
演
《
あ
だ
》

は
、
多
彩
な
ス
タ
ッ
フ
と
演
奏
家
に
よ
る

共
同
作
業
で
あ
っ
た
。
美
術
学
部
の
伊

藤
隆
道
教
授
が
舞
台
美
術
を
担
当
、
演

出
が
観
世
榮
夫
氏
、
洋
楽
器
と
邦
楽
器

に
よ
る
管
弦
楽
は
、
邦
楽
科
を
も
つ
ま
さ

に
芸
大
な
ら
で
は
の
企
画
で
、
と
り
わ
け

邦
楽
科
学
生
た
ち
の
生
き
生
き
し
た
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
シ
ョ
パ
ン
全
曲
演
奏
会

は
、
今
は
亡
き
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ハ
リ
ー

ナ
・
ツ
ェ
ル
ニ
ー
＝
ス
テ
フ
ァ
ン
ス
カ

（
当
時
、
本
学
客
員
教
授
）
氏
の
監
修
で

ピ
ア
ノ
科
の
教
官
・
学
生
が
力
を
結
集

し
て
、
全
十
二
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

た
が
、
回
を
追
う
ご
と
に
話
題
を
呼
び
、

白
熱
し
た
千
秋
楽
に
な
っ
た
。

「
舞
曲
の
系
譜
」
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
若

杉
弘
教
授
の
ト
ー
ク
つ
き
の
進
行
ぶ
り
と

牧
阿
佐
美
バ
レ
エ
団
に
よ
る
実
演
は
好

評
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
一

つ
の
新
し
い
あ
り
方
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
は
交
流
が
な
い
と
い
う

各
邦
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
奏
者
が
、
流
派
の

垣
根
を
越
え
て
力
を
出
し
合
っ
た
創
作

《
熊
野
の
物
語
》
な
ど
は
、
守
旧
的
に
な

り
が
ち
な
日
本
音
楽
界
に
新
風
を
吹
き

込
む
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
声
楽
科
が
総
力
を
結
集
す

る
「
〝
う
た
〞
シ
リ
ー
ズ
」（
二
〇
〇
一

〜
）、
岡
山
潔
教
授
の
発
案
に
よ
る
「
室

内
楽
特
別
演
奏
会
〜
ハ
イ
ド
ン
弦
楽
四

重
奏
曲
全
曲
演
奏
会
シ
リ
ー
ズ
」（
一
九

九
九
〜
）、「
楽
器
シ
リ
ー
ズ
」（
一
九
九

九
〜
）
は
二
〇
〇
三
年
度
も
ひ
き
つ
づ

き
行
わ
れ
る
。
古
楽
科
の
鈴
木
雅
明
助

教
授
の
監
修
に
よ
る
「
オ
ル
ガ
ン
＋
α
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
来
年
度
は
「
上
野
の
森

音
楽
む
か
し
ば
な
し
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
装
い
を
新
た
に
す
る
が
、
芝
居
と
音
楽

に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
切
り
口
は
変
わ
ら
な

い
。

5

今
後
の
課
題
と
可
能
性

奏
楽
堂
は
今
や
美
術
館
と
共
に
、
芸

大
の
「
新
し
い
顔
」
で
あ
る
。「
日
本
の

芸
術
文
化
の
普
及
に
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
い
う
そ
の
趣
旨

は
、
大
学
の
施
設
と
し
て
基
本
的
な
こ

と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
二
一
世

紀
に
お
い
て
は
、
社
会
に
開
か
れ
た
芸
大

の
象
徴
と
し
て
、
奏
楽
堂
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
は
大
き
い
。
外
部
団
体
と
の
共
催

に
も
、
大
学
は
積
極
的
な
姿
勢
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
企
画

の
催
し
は
可
能
な
限
り
土
曜
日
、
日
曜

日
に
行
う
よ
う
運
営
さ
れ
て
い
る
。
事
務

局
側
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
円
滑
に
動

い
て
い
る
。

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
奏
楽
堂
が

音
楽
学
部
の
な
か
に
併
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
積
極
的
に
打
ち
出
し
な
が
ら
、
し
か

し
、
二
一
世
紀
は
地
球
規
模
で
芸
術
を

考
え
る
世
紀
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

で
、
海
外
の
芸
術
活
動
に
一
矢
を
放
つ

よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
を
打
ち
出
し
て

ゆ
き
た
い
。

（
た
き
い
・
け
い
こ
／
演
奏
芸
術
セ
ン
タ

ー
助
手
）

6

ホワイエ側面のガラスの扉は
電動で開閉できる




